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テーマ  「無限級数のふしぎ」 
































































































LL ,,,, aaa 21 n  
といった数の列で，記号では 
{ ｝∞=1nna  
あるいは簡単に 





LL ,21 nna ，，，：=  






nnan =  
 このように何でもいいから数の列が数列です。そうすると，この与えられた数列，{ }an
がある実数 に収束するというのはどういうことでしょうか。言葉だけで書きますと，「




 そして，どんな をとっても，こういうことが起こらない，つまりa { }an が収束しない




























密な定義は何かというと， { }an がある実数a に収束するということは，下のようになる
ことです。 
┼──┼────┼────┼──┼────┼──┼────┼─ Ｒ（Real Number:実数） 
a1         a        a2 ε−a an an 1+ ε+a a3






εnn = nn 0≥ n
εε +− aa an＜＜ a
an














































考えている我々の数列{ }an は全部Ｒの中で考えています。 
 さて，数列が与えられるとそれに対して級数というものが定義されます。何でもいいか





=1nna ∑∞=1n an LL ++++ aaa n21 an





LL ++++ aaa n21
1 an





































 収束するということは，第ｎ部分和のなす列 { }sn がある確定した実数Ａに収束するわけ
です。そうすると，a は何かというと，この級数∑ の第ｎ部分和から１つ手前の第（ｎ
－１）部分和 を引いてやればいいのですから， です。ところが， は





sn 1− ssa nnn 1−−= sn



































s ＝１＋ｘ＋・・・＋  1-nｘ
－39－ 


















































































































































1-n（－１） an L+−+− aaaa 4321
 このことは，テクニカルなことですが偶数番目までの部分和 のなす数列s n2 { }s n2 と，奇






















































































 まず，２＝ ，４＝ ，８＝ というように２のｎ乗という部分に注目していきます。 12 22 32
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a ＝  LL +++++ aaaa n321
が与えられたとします。これに対して，この項の順序を任意に変える，例えば， 
















































































































0.2 というのがあるとします。例えば 0.1 なら，これだけの幅が 0.1 ということになって，










































（司会） そこに 1829 年と年号がありますが，あと 38 年すれば明治時代になる江戸の末
期で，たぶん十返舎一九が『東海道膝栗毛』を書いたころではないかと思います。そうい
う時代にこういう数学が一方であって，いろいろな見方をするとおもしろいのではないか
と思います。 
 それでは今日の数学ミニ講演はこれで終わりにします。 
 本当に今日はありがとうございました。これで終わりにいたします。 
－46－ 
